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肝炎ウイルス検査はご存知でしょうか？

Q. 検査では何がわかるの？

A. 肝炎ウイルス（B型・C型）に感染しているか否かがわかります。

検査項目は、B型であればHBV抗原、C型であればHCV抗体です。

Q. どんな検査？

A. 血液検査なので、協会けんぽ埼玉支部が実施している

【生活習慣病予防健診】のついでに受けることができます。

Q. 何故肝炎ウイルス検査を受ける必要があるの？

A. 肝炎は進行して、やがて肝硬変や肝がんになる可能性があることから、

早期に感染の有無を確認することが重要であるためです。



→  肝炎ウイルスに感染していることがわかり、早期に治療をすれば、
肝がん予防ができる！

肝がんの原因の多くは
肝炎ウイルス！

第22回全国原発性肝癌追跡調査報告

約60％が肝炎ウイルスが原因



肝がんの発生予防

肝炎重症化予防

肝臓画像：厚生労働科学研究班

早期発見・早期治療

慢性肝炎

肝硬変

肝がん

肝炎ウイルス検査

陽性者フォローアップ

初回精密検査費用助成

肝炎治療医療費助成

定期検査費用助成

肝がんにさせない取組



出典：人口動態調査

埼玉県の肝がん死亡率の減少幅が緩やか！



全国 埼玉県

Ｂ型肝炎ウイルス １１０～１2０万人 ６万～7万人

Ｃ型肝炎ウイルス ９０～1３０万人 5万～8万人

出典：令和元年度厚生労働科学研究事業報告

肝炎ウイルス感染者数（推計）

埼玉県の肝炎ウイルスの
持続感染者数は約13万人！



そこで【埼玉県版 肝炎ウイルス検査実施のお知らせ】の活用

従来版 埼玉県版

（健診実施医療機関から生活習慣病予防健診申込者に送付されるもの）



埼玉県版の効果
受検率が最大約９倍に！

※平成30年度の健診データは、まだ最終データではないため、今後のデータ取込みの進捗により肝炎ウイルス検査の受検者数も増える可能性がある。

Ｈ２９年９月まで
・従来版を利用
・受検率１％未満

Ｈ２９年１０月～現在
・埼玉県版を利用
・受検率が徐々に上昇し、

Ｈ３０年度は7～９％前後で推移
Ｒ1,2年度は４～6％前後で推移

受検率 ： 生活習慣病予防検診受診者のうち、肝炎ウイルス検査も受検した者の割合



陽性者には、県が
精密検査の費用を助成します！

対象者
県や市町村、職域が実施した肝炎ウイルス検査で

陽性と判定された方

助成の概要

陽性と判定された後、初めて医療機関で精密検査を受けた際

の検査費の自己負担分を県が助成する

※県指定医療機関で受けた検査に限る

助成対象となる検査
抹消血液一般検査、プロトロンビン時間、総ビリルビン、

アルブミン、ＡＳＴ、ＡＬＴ、ＨＢＶ核酸定量、ＨＣＶ核酸定量 など
※ 県指定医療機関 ： 日本肝臓学会肝臓専門医 または

県が実施する肝炎医療研修会の受講修了医が所属する医療機関

制度の詳細や、指定医療機関については県ホームページをご覧ください。

http://www.pref.saitama.lg.jp/a0705/kanentaisaku/kanen-
kensajyosei.html QRコードは（株）デンソーウェーブの登録商標です

その他、治療が必要となった場合の治療費の助成も行っています。



健康保険委員の皆様に
ご協力をお願いしたいこと

まだ肝炎ウイルス検査を受けたことのない

従業員の方に受検を勧めてください！！

肝炎は、

自覚症状がほとんどありません。

「気付いた時には肝がんになっていた…」

そんな人を少なくするために、

ご協力をお願いします。


